
   
平
成　

年
度
の
市
政
を
運
営
す
る
た
め
の
当
初
予
算
案
が
ま

14

と
ま
り
、
３
月
１
日
か
ら
開
か
れ
た
３
月
定
例
市
議
会
に
関
連

の
条
例
と
と
も
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

   
光
武
顕
市
長
は
、
総
額
８
２
７
億
５
０
０
５
万
円
の
平
成　
１４

年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
な
ど　

議
案
の
提
案
理
由
を
説
明

５０

し
、
新
年
度
の
施
政
方
針
を
語
り
ま
し
た
（
当
初
予
算
の
説
明

は
５
月
号
に
掲
載
し
ま
す
）。 

　

■
市
政
推
進
の
基
本

　

平
成　

年
度
は
、
市
制
百
周
年
と
い
う
佐
世
保
市
に
と
り
ま
し
て
記
念
す
べ
き
歴

14

史
の
節
目
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
私
に
と
り
ま
し
て
も
、
平
成
７
年
４
月
の
市
長
就

任
以
来
、
２
期
目
の
仕
上
げ
の
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
市
政
を
取
り
巻
く
内
外

の
情
勢
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
住
み
た
い
街　

佐
世
保
」
の
実
現
に
向

け
て
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
昨
年
は
、
ア
ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
の

オ
ー
プ
ン
、
Ｊ
Ｒ
佐
世
保
新
駅
の
落
成
、
ポ
ー
ト
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス　

計
画
の
進
ち
ょ

21

く
が
あ
り
ま
し
た
。
駅
や
港
周
辺
地
域
の
変
ぼ
う
は
、
港
町
を
一
新
し
、
訪
れ
た
人

の
心
に
佐
世
保
へ
の
第
一
歩
を
強
く
印
象
付
け
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。

　

国
内
の
景
気
が
厳
し
い
中
、
本
市
財
政
は
大
幅
な
財
源
不
足
の
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
一
方
で
は
、
地
域
経
済
の
本
格
的
な
回
復
を
図
る
た
め
の
経
済
対
策
、
ご
み
減

量
化
、
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
な
ど
の
循
環
型
社
会
の
形
成
、
少
子
・
高
齢
社
会
へ

の
対
応
、
駅
周
辺
再
開
発
な
ど
の
都
市
の
再
生
、
教
育
・
文
化
の
充
実
、
Ｉ
Ｔ
を
活

用
し
た
社
会
・
経
済
活
動
の
活
性
化
、
市
制
百
周
年
記
念
事
業
な
ど
に
よ
る
地
域
の

活
性
化
な
ど
多
く
の
政
策
課
題
に
適
切
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

   
こ
の
た
め
、
地
域
の
政
策
課
題
や
新
し
い
行
政
手
法
の
導
入
な
ど
、
政
策
効
果
が

顕
著
な
こ
れ
ら
の
分
野
に
つ
い
て
重
点
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
歳
出
全
体
を
厳

し
く
見
直
し
、
歳
出
構
造
の
質
的
改
善
に
努
め
ま
し
た
。
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■
重
点
的
な
施
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

５
つ
の
「
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
目
標
」
と
、
そ
れ
に
つ
な
が

る
７
つ
の
柱
を
基
調
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

す
べ
て
の
人
が
い
き
い
き
と

生
活
で
き
る
「
暮
ら
し
づ
く

り
」

①
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

と
地
域
づ
く
り

　

高
齢
者
施
策
は
、
介
護
保
険

な
ど
の
事
業
成
果
や
サ
ー
ビ
ス

目
標
に
対
す
る
進
ち
ょ
く
状
況

を
踏
ま
え
、
今
後
の
計
画
策
定

に
取
り
組
み
ま
す
。
障
害
者
施

策
は
、
平
成　

年
度
以
降
は
措

１５

置
制
度
か
ら
支
援
費
制
度
へ
と

移
行
す
る
た
め
、
万
全
の
体
制

で
臨
め
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま

す
。
育
児
と
就
業
を
両
立
さ
せ

る
た
め
の
、
子
育
て
支
援
施
策

と
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
と
の
出
会

い
に
よ
る
「
人
づ
く
り
」

②
教
育
・
文
化
の
充
実

　

学
校
教
育
で
は
、
新
学
習
指

導
要
領
に
基
づ
き
、
各
学
校
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、「
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
対
策
事
業
」

や
確
か
な
学
力
の
育
成
を
目
指

す
「
学
力
充
実
実
践
事
業
」
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

一
方
、
正
義
感
や
倫
理
感
、

思
い
や
り
の
心
な
ど
「
生
き
る

力
」
の
核
と
な
る
豊
か
な
人
間

性
を
育
む
た
め
、
体
験
活
動
を

重
視
し
た
心
の
教
育
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
活
用
で
き
る
能
力
の
育
成

を
目
指
し
ま
す
。

　
「
佐
世
保
市
の
教
育
を
考
え

る
市
民
会
議
」
を
昨
年　

月
に

１０

立
ち
上
げ
ま
し
た
が
、
平
成　
１５

年
２
月
を
め
ど
に
提
言
を
い
た

だ
き
ま
す
。

　

文
化
行
政
で
は
、
ア
ル
カ
ス

Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す

る
文
化
施
設
な
ど
を
活
用
し
な

が
ら
、
芸
術
文
化
鑑
賞
機
会
の

充
実
や
文
化
創
造
活
動
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

　

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す

「
仕
事
づ
く
り
」

③
地
域
経
済
の
活
性
化

　

中
小
企
業
の
経
営
安
定
や
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
産
業
構
造
へ

の
転
換
を
支
援
す
る
創
造
的
技

術
開
発
支
援
事
業
や
、
制
度
融

資
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

企
業
誘
致
、
観
光
の
振
興
、
緊

急
地
域
雇
用
創
出
事
業
な
ど
に

よ
る
雇
用
の
創
出
も
図
り
ま
す
。

　

本
市
の
２
大
観
光
資
源
で
あ

る
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
と
九
十
九

島
を
連
携
さ
せ
な
が
ら
、「
観

光
宣
伝
の
充
実
」「
観
光
資
源
の

活
用
」「
観
光
基
盤
の
整
備
・

充
実
」
を
施
策
の
柱
と
し
て
、

佐
世
保
観
光
の
発
展
を
目
指
し

ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
生
産
基

盤
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

省
力
化
の
た
め
の
機
械
の
導
入

や
担
い
手
の
育
成
な
ど
、
生
産

体
制
の
強
化
に
努
め
、
併
せ
て

特
産
品
の
銘
柄
確
立
と
販
売
体

制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

多
彩
な
交
流
を
支
え
る
「
街

づ
く
り
」

④
生
活
の
安
全
確
保

　

防
災
体
制
の
充
実
強
化
の
た

め
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
や
河

川
改
修
な
ど
の
防
災
事
業
の
促

進
に
努
め
、
情
報
収
集
拠
点
と

し
て
の
消
防
通
信
指
令
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

⑤
自
然
環
境
の
保
全
と
生
活
環

境
の
整
備

　

環
境
教
育
の
充
実
・
自
然
と

生
活
環
境
の
保
全
・
循
環
型
社

会
の
実
現
を
図
る
た
め
、
監
視
、

指
導
の
強
化
な
ど
の
行
政
体
制

強
化
に
努
め
、
ご
み
や
地
球
環

境
保
全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
、

不
法
投
棄
防
止
な
ど
、
モ
ラ
ル

の
啓
発
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

事
業
系
ご
み
に
重
点
を
置
い
た

ご
み
減
量
化
・
資
源
化
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

　

水
資
源
に
つ
い
て
は
、
中
期

対
策
と
し
て
の
下
の
原
ダ
ム
の

か
さ
上
げ
を
、
平
成　

年
度
完

１８

成
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

抜
本
的
な
解
決
策
と
し
て
は
、

石
木
ダ
ム
建
設
の
推
進
を
図
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
家
屋
移
転
を
含
め
補
償
契

約
の
締
結
を
し
て
い
る
世
帯
も

あ
り
、
地
元
住
民
の
皆
さ
ま
に

は
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

⑥
交
通
体
系
の
整
備
と
市
街

地
・
港
づ
く
り

　

西
九
州
自
動
車
道
に
つ
い
て

は
、
干
尽
町
か
ら
佐
々
町
ま
で

の
各
区
間
で
用
地
買
収
な
ど
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
と
し
１
月
か
ら
西
肥
バ
ス

と
市
バ
ス
を
含
む
県
内
本
土
の

バ
ス
会
社
５
社
に
よ
る
全
国
初

の
共
通
Ｉ
Ｃ
バ
ス
カ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
事
業
が
定
着
、
拡
大
し
て
い

く
よ
う
、
関
係
自
治
体
と
共
に

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

駅
周
辺
再
開
発
事
業
は
、
土

地
区
画
整
理
事
業
の
平
成　

年
１５

度
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ポ
ー
ト
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス　

計
画

２１

は
、
三
浦
地
区
に
お
け
る
埋
め

立
て
も
ほ
ぼ
完
了
し
、
今
後
は

平
成　

年
春
の
完
成
に
向
け
て

１７

本
格
的
な
土
地
基
盤
整
備
に

入
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
と
共
に
築
く
ま
ち
づ
く

り⑦
市
民
参
加
と
質
の
高
い
行
政

の
実
現

　

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
は
、
平

成　

年
度
の
試
行
に
引
き
続
き
、

１３
本
格
的
な
導
入
を
図
り
ま
す
。

情
報
化
に
よ
る
行
政
事
務
の
効

率
化
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
も
努
め
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
の
機
運
が
高
ま

る
中
で
、
本
市
で
は
任
意
協
議

会
を
設
立
し
、
検
討
を
行
う
と

と
も
に
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
議
会
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

市
制
百
周
年
記
念
事
業
は
、

「
第　

回
全
国
豊
か
な
海
づ
く

２２

り
大
会
」
な
ど
、
平
成　

年
３

１５

月
ま
で
の
１
年
間
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
、
市
民

総
参
加
で
祝
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　

　

基
地
問
題

　

前
畑
弾
薬
庫
の
移
転
・
返
還

を
は
じ
め
と
す
る
新
返
還
６
項

目
の
推
進
と
、
こ
れ
ら
の
こ
と

を
含
む
佐
世
保
港
の
す
み
分
け

に
関
し
て
は
、
最
優
先
事
項
の

一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
平
成　

年
度
の
政
府
予

１４

算
案
に
は
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
・

ベ
ー
ス
ン
で
の
新
た
な
岸
壁
整

備
に
か
か
わ
る
設
計
経
費
と
、

佐
世
保
地
区
の
移
転
集
約
構
想

に
か
か
わ
る
調
査
費
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、

国
、
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　
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